
それは ・・・

カフェのような気軽な雰囲気の中で

科学や技術について

その道のプロの話を聞き、

気さくに語り合い、質問し合って、

知識や視野を広げる場（科学版茶飲み話）

日本では歴史が浅い新しいやり方

行政がやるのは、めずらしい

日本では歴史が浅い新しいやり方

行政がやるのは、めずらしい



イギリス

ホールやパブ

東京･日本橋

喫茶店

Cafe Scientifique http://www.cafescientifique.org/

くらしとバイオプラザ２１

http://www.life-bio.or.jp/biocafe/index.html

大阪･北天満 商店街北天満サイエンスカフェ http://kitatenma-cafe.com/index.html



• 気軽 家庭的 手づくり

• 話し手も、聞き手も、スタッフも、

みんな対等な立場

誤解しないで！

一つのコンセンサスを得たり、結論を
出すための会議ではありません。

誤解しないで！

スタイルも気持ちも「フォーマル」
ではなく「フレンドリー」



食品の安全性を確保するために、
みんなで協力し合おう！

日本では
「リスク分析」
というシステムを
採用しています
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農林水産省 厚生労働省

消費者庁

栃木県

食品安全委員会

リスク管理

リスク評価

リ
ス
ク
分
析

リスクコミュニ
ケーション
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ADIのもとになっている
「安全性を判断するための科学データ」を 動物試験
集めている

規則や基準のもとになっている
「人間が食べても健康に影響の出ない量」 リスク評価
（ADI）や、対策のリスク低減効果等を評価する

私たちが安全な食生活を送れるように、
農薬であれば「残留基準」「使用基準」 リスク管理
を作り、違反を監視している

リスク管理

リスク評価

リスクコミュニ
ケーション
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ＡＤＩは動物試験のデータをもとに決めています！

（イメージ図）

０

試
験
動
物
の

健
康
へ
の
影
響

試験で食べる量（農薬）

影響なし

少し影響あり

深刻な影響あり

ヒト 動物

通常１００分の１

ADI

無
毒
性
量

残留
基準値



要請件数 「自ら評価」
件数

評価終了

農薬 ６２５ ０ ３４４

平成２３年１月１２日現在


